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～ 一生、自分 ～
5月。青々とした新緑が目にまぶしい季節。色とりどりの花が咲き誇り、

自然の美しさや生命の息吹を肌で感じられる、本物に触れることができるとき。

令和5年の県内非行少年（刑法犯、特別法犯、ぐ犯少年、不良行為）の検挙補導人員は4,067人で
あった。なかでも、刑法犯少年の検挙補導人員は前年に比べ14人（21.5%）増加し、依然として少
年による事件が後を絶たない状況である。また、不良行為少年も3,962人で前年比＋49人（＋1.3%）
と増加している。本件の状況の中で注目される点は、万引きや自転車盗、占有離脱物横領（持ち主
がはっきりしないものを持ち去る）等といった初発型非行（刑法犯中の構成比54.4%）と再犯者率
（30.0%）の高さである。この罪種の未然防止が刑法犯全体の数値を減らす鍵となっているといえ
るだろう。初発型非行で最も多いのが万引き。その動機は、遊び心、スリル感など多岐にわたるが、
最も多かったのは物欲。つまり「欲しかった」という身勝手極まりない動機なのである。生産者や
販売者など、それによって生計を立てている人の生活があることなど、自分以外の人のことは全く
考えられていないのである。
近所のコンビニエンスストアや大型商業施設でも、見渡せば魅力的な商品が数多く陳列され、「欲

しいもの」は数知れない。だが、「欲しいもの」を手に入れるためには相応の努力や対価が必要で
あることを学んできている。また、自らの物欲を満たすために他人の物を盗むことは許されないと
いうことを学ぶ機会も、幼き頃より幾度となくあったはずであろう。
幼い頃、兄弟姉妹や友達の持っているものを欲しがった記憶は誰にもあるだろう。取り合いとな

り収拾がつきそうもなく困ったときには、父や母の出番である。「兄弟は、互いを大切にしなさい。」
「自分だけがよければよいではなく、他の人のことも考えることが大切。」などと諭された覚えが
ある。おそらくそれらの言葉がけによって、単に「欲しくても我慢しなければならないことがある」
ということだけではなく、「人はどう生きるべきか」という本質的な問いに触れさせ、人としての
価値観を育んでくれたように感じる。
このような価値観は、なにも家庭においてのみ育まれるものではないのだろう。幼稚園や保育園、

学校といった教育の場はもちろんのこと、公園や遊園地などの公共の場でも育まれる。つまり社会
や社会に生きる身近な大人たちによって、「人はどう生きるべきか」を学んでいくのであろう。
1950年にアメリカの社会学者リースマンによって発表された著書「孤独な群衆」で述べられて

いる社会性格論（社会環境によって由来する性格）によると、人間は、人口成長における社会の三
つの段階が異なった同調性を生み、それぞれに固有の社会的性格を形成するとされている。高度成
長潜在的な社会における伝統指向型、過渡的人口成長期の社会における内部指向型、初期的人口減
退の社会における他人指向型である。今の子どもの多くは、「他人指向型」であるといわれている。
自分の良心や信念に従って行動するのではなく、常に他人がどう行動しているかに興味を持ち、他
者（身近な人間のみならず経済、政治、マスメディアなどを含めた他者）の意向や流行などによる、
心理的な感受性によって無意識に身につく同調性によって行動が決定されているといわれている。
少子高齢化がますます進む中、少年の数は減少し大人の数は増加の一途をたどっている。正しい

社会において正しい価値観が育まれるのである。そう考えると”大人”の責任は重大である。少年
による非行を減少させるためには、身近な存在である大人こそが、「人はどう生きるべきか」を考
え続ける必要があるのではないだろうか。要するに、今の自分が一年後、五年後、十年後にどのよ
うな人として生きていようとするのかを思い描くことである。人は誰も、「一生、自分」である。
一生をかけて自分の生き方を追い求め、自分として生き続けていくのである。大人がしっかりと自
分の生き方を考える社会こそ、少年が大人になるために必要なことを数多く学び自分自身をきちん
と育んでいける社会なのであろう。

京都・妙心寺の法堂。江戸時代に建立された建物は、禅宗の僧侶が修行者
や大衆に法を説く場所として歴史を刻んできたという。法堂の天井には、江
戸時代を代表する絵師である加納探幽が、8年もの歳月を費やし完成させた
「雲龍図」が描かれている。過去一度も修復されず今なお当時のまま、天よ
り見下ろすその姿は圧巻で、荘厳美麗を感じさせられる。目を閉じると古く
より法の教えを聞き心身を磨いてきた人々の息吹が感じられる。400年の歴
史を刻んできた「本物」の力が、心の琴線に触れた記憶が鮮明にある。古都、
奈良・京都を訪れ日本の伝統・文化に触れる修学旅行、生徒が五体五感を使
って「本物」に触れ、本物がわかる感性が育まれる機会となることを願う。
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非行少年の背景には、「少年自身の規範意識の低下やコミュニケーション能力の不足」「家庭や地
域社会の教育機能の低下」「少年が自分の居場所を見出せず、孤立し、あるいは疎外感を抱いてい
る状況」等が見られています。こうした問題の解決に関しては、社会全体で取り組むことが必要で
す。警察では、少年サポートセンターを設置し、少年補導職員を中心に総合的な非行防止対策を行
っています。警察署の少年部門とともに次代を担う少年の健全育成を図るため、次の２本柱を中心
に「非行少年を生まない社会づくり」を推進しています。

① 少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動の推進 ～待ち受け型から出前型に～

警察が、悩みや問題などを抱えている少年やその家庭からのSOSを待つのではなく、積極的に連
絡をし、必要に応じて支援を申し出ます。支援を求める少年については、教育委員会、学校、就労
支援機関等の関係機関やボランティア等とも連携し、
●定期的な連絡・相談、家族への助言 ●就学・就労に向けた支援
●少年が参加する社会奉仕体験活動・生産体験活動等の機会の供与

を行い、立ち直り支援活動を行います。具体的な活動として、山梨県教育委員会生涯学習課が行っ
ている事業「スマイルサポープロジェクト」を紹介します。

② 少年を見守る社会気運の醸成 ～少年の規範意識の向上、地域社会の絆の強化～

社会全体として、少年の特性や非行に走る要因・背景等について理解を深め、少年が孤立し非行
に走ることのないよう、
●地域の非行情勢や非行要因などについての幅広い情報発信活動
●少年警察ボランティアなどを中心とした積極的な少年への声かけやあいさつ運動
●少年の社会奉仕体験活動、スポーツ活動などの場、機会の拡大
●少年などからの電子メールによる相談受理体系の拡充
●低年齢少年やその保護者を対象とした非行防止教室の開催

等を通して地域社会の絆を強化し、地域に受け入れられ見守られていると実感できるようにします。


